


簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
の
確
立

市
民
が
い
き
い
き
と
活

動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
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吉
野
川
市
が
発
足
し
て
間
も
な

く
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
旧
町
村
間
の
制
度
調
整
な

ど
、
合
併
に
伴
う
諸
課
題
に
も
よ

う
や
く
め
ど
が
つ
き
、
市
政
も
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
庁
舎
の
あ
り
方
や
、

旧
町
村
ご
と
に
異
な
る
ご
み
処
理

の
あ
り
方
な
ど
、
い
ま
だ
残
さ
れ

て
い
る
合
併
に
伴
う
課
題
に
つ
い

て
は
、
精
力
的
に
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

市
内
全
域
で
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合

９月５日の平成18年９月吉野川市議
会定例会開会日、川真田市長は、平成
18年度のこれまでの取り組みと今後の
展望について、その所信を表明し、市
民の皆さんや市議会に理解と協力を求
めました。要旨は次のとおりです。

市 政 の 窓町
村
合
併
に
伴
う
課
題

い
言
葉
に
自
主
防
災
組
織
の
設
立

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
３
月
末

で
２０
・
７
％
で
あ
っ
た
組
織
率

が
、
現
時
点
で
５７
％
、
１０
月
末
に

は
６
割
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
７
月
３０
日
に
は
、
職
員
の

抜
き
打
ち
参
集
訓
練
を
行
い
、
日

曜
日
の
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

５
２
３
人
中
４
８
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
市
民
・
職
員
の
防
災
意
識

の
高
ま
り
に
確
か
な
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を

期
し
て
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
支
援
の
た
め
の

防
災
用
備
品
や
、
総
合
的
な
防
災

訓
練
に
か
か
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

◇
地
域
情
報
化
の
推
進

各
庁
舎
や
学
校
、
公
民
館
、
図

書
館
、
消
防
本
部
な
ど
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

こ
と
で
、
河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
や

学
校
教
育
用
の
学
習
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
構
築
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、今
年
度
、吉
野

川
市
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
交
流
人
口
を
増
や
し
て
、
地
域

の
活
性
化

地
域
の
活
性
化
に
は
、
吉
野
川

市
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
写
真
家
・
三
好

和
義
さ
ん
に
よ
る
吉
野
川
市
内
の

写
真
撮
影
と
写
真
展
の
開
催
、
お

よ
び
吉
野
川
市
を
撮
影
し
た
写
真

集
の
出
版
を
、
全
国
発
信
の
契
機

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
ド
ラ
マ

「
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
」
の
撮
影
が
、

藤
井
寺
や
、
鴨
島
駅
前
旭
通
り
、

川
島
の
潜
水
橋
な
ど
で
行
わ
れ
た

ほ
か
、
映
画
「
眉
山
」
の
ロ
ケ
も
、

水
神
の
滝
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
、
で
き
る
限
り
こ
の
よ
う
な

機
会
を
と
ら
え
て
、
吉
野
川
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

◇
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
学
力
向
上
研
究
指
定
事
業
や
、

教
職
員
の
指
導
力
・
人
間
力
向
上

研
修
事
業
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
学
校
を

支
え
る
立
場
か
ら
教
育
行
政
の
展

開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
男
女
共
同
参
画

８
月
に
「
吉
野
川
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
基
本
的
な

計
画
の
策
定
や
、
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
制
定
の
提
案
を
行
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
た
っ
て
、
施
策
を

立
案
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
行
財
政
改
革

７
月
に
、
外
部
有
識
者
で
構
成

す
る
「
吉
野
川
市
行
財
政
改
革
懇

話
会
」
を
設
置
し
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
に
基
づ
く
進
捗

し
ん
ち
ょ
く
状
況
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
懇
話
会

の
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
も
参

考
に
し
つ
つ
、
実
施
計
画
を
着
実

に
実
行
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

◇
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
施
設

の
管
理
運
営
の
効
率
化
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

来
年
度
か
ら
、
吉
野
川
市
ア
メ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

す
で
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
済
み
の
市
内
の
温
泉
・
温
浴
施

設
等
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け

公
募
に
よ
っ
て
経
営
能
力
の
あ
る

指
定
管
理
者
を
見
出
し
、
経
営
改

善
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

天
寿
荘
の
民
間
移
管
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
芳
越
荘
に
お
け
る

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
検
討

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
事
務
事
業
の
効
率
化
の
た
め
の

庁
舎
の
あ
り
方
の
見
直
し

７
月
に
、
第
一
助
役
を
班
長
と

し
た
「
吉
野
川
市
庁
舎
あ
り
方
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
現
在
の
４
庁
舎
の

状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
庁
舎
を
統

合
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
方
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



議
員
提
案

専
決
処
分
の
承
認

決
算
認
定

条
例

予
算

契
約
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議会だより
◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
２

万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１２
億
４
４
３
５
万
３
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
17
年
吉
野
川
市
水
道
事
業

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

は
、
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

◇
吉
野
川
市
職
員
倫
理
条
例
制
定

職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す

る
市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ

う
な
行
為
の
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、
公
務
に
対
す
る
市
民
の
信
頼

を
確
保
す
る
た
め
、
市
長
お
よ
び

職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
条

例
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定地

方
自
治
法
に
基
づ
き
、
指
定

管
理
者
に
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

る
よ
う
、
指
定
管
理
者
が
行
う
管

理
の
基
準
お
よ
び
業
務
の
範
囲
、

ま
た
、
そ
の
他
必
要
な
業
務
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
４
５

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
８

８
億
２
８
０
３
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え

る
市
民
会
議１

９
７
万
４
０
０
０
円

○
災
害
対
策
事
業

９
４
０
万
８
０
０
０
円

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

２
３
２
０
万
４
０
０
０
円

○
と
く
し
ま
強
い
農
林
水
産
業
づ

く
り
事
業
　１

０
６
万
１
０
０
０
円

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
・
運

営
調
査
委
託
料
　
　

６０
万
円

○
船
窪
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
修
復
事

業
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

○
市
道
お
よ
び
橋
り
ょ
う
維
持
補

修
事
業
　
　
　

３
８
０
０
万
円

○
市
営
住
宅
維
持
補
修
事
業

１
６
７
０
万
円

○
民
間
施
設
が
取
り
組
む
放
課
後

児
童
対
策
事
業

６８
万
９
０
０
０
円

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
工

事
の
請
負
契
約

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
し

た
業
者
と
の
請
負
契
約
に
つ
い

て
、
吉
野
川
市
の
条
例
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
各
庁
舎
や
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
、
消
防
署
な
ど

を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
総
延
長
約
５１

㎞
）
で
接
続
し
、
高
速
で
安
定
し

た
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
防
災

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
河
川
監

視
カ
メ
ラ
を
市
内
７
カ
所
に
設
置

し
、
台
風
時
の
水
位
の
状
況
を
吉

野
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
、
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ

（
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
学
習
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
）
教
育
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
教
育
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◇
吉
野
川
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
制
定

議
員
が
市
政
に
対
す
る
市
民
の

信
頼
に
応
え
る
と
と
も
に
、
市
政

に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
自
覚
を

持
つ
こ
と
を
促
し
、
も
っ
と
公
正

で
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
吉
野
川
市
議

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
定
め
る

も
の
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

ヒ
ル
ガ
オ
　
ヒ
ル
ガ
オ
科

川
島
万
葉
植
物
園
に
は
、
万

葉
集
の
中
で
歌
わ
れ
た
植
物
約

１
０
０
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
ヒ
ル
ガ
オ
（
昔

は
カ
オ
バ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い

た
）
は
、
真
夏
に
は
柄
の
あ
る

淡
紅
色
の
ろ
う
と
状
の
花
を
咲

か
せ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

『
高
円
た
か
ま
ど

の
　
野
辺
の
容か
ほ

花ば
な

面
影
お
も
か
げ

に
　
見
え
つ
つ
妹い
も

は

忘
れ
か
ね
つ
も
』

（
大
伴
家
持
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
高
円
た
か
ま
ど（
奈
良
市
東
部
、高
野

山
一
帯
）
の
野
辺
の
カ
オ
バ
ナ

の
よ
う
に
、
面
影
が
ち
ら
つ
い

て
、
あ
な
た
の
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。 〈表紙写真〉

平成18年９月市議会定例会が
９月５日から９月26日までの22
日間の日程で開催され、市長が
提案した24議案すべてが原案ど
おり可決・承認等されました。
主な議案は次のとおりです。
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９
月
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成

１７
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市
が

誕
生
し
て
初
め
て
の
年
間
を
通
し

た
決
算
で
す
が
、
合
併
効
果
に
よ

る
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
た

結
果
、
良
好
な
経
営
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
末
の
給
水
戸
数
は

１
万
４
９
４
３
戸
、
年
間
総
配
水

量
は
５
１
３
万
８
０

で
す
。

水
道
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出
を

①
水
道
水
を
つ
く
り
家
庭
に
供
給

す
る
た
め
の
経
費
と
財
源
　
②
水

道
施
設
を
整
備
拡
充
す
る
た
め
の

経
費
と
財
源
　
に
区
別
し
て
い
ま

す
。
①
を
「
収
益
的
収
支
」、
②

を
「
資
本
的
収
支
」
と
い
い
、
こ

の
２
本
立
て
で
会
計
が
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
の
、
収
入
と
支
出

の
差
が
、
当
年
度
の
利
益
（
損
失
）

で
あ
り
、
黒
字
の
場
合
は
、
将
来

の
水
道
施
設
の
建
設
事
業
や
経
営

の
安
定
化
資
金
な
ど
に
使
用
し
ま

す
。ま

た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
、

収
入
が
支
出
に
対
し
て
不
足
す
る

額
は
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
内
部

留
保
資
金
（
現
金
を
伴
わ
な
い
支

出
）
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

建
設
改
良
費
の
う
ち
、
主
な
建

設
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
山
ノ
南
・
四
反
地
線
水
道
管
布

設
替
工
事

●
鴨
島
取
水
場
電
気
計
装
設
備
更

新
事
業

●
川
島
特
環
公
共
下
水
道
事
業
第

１
、
第
２
工
区
に
伴
う
水
道
管
布

設
替
工
事

●
鴨
島
公
共
下
水
道
事
業
第
６
工

区
に
伴
う
水
道
管
布
設
替
工
事

●
国
道
１
９
２
号
線
水
道
管
布
設

工
事
（
西
工
区
）

収益的収支

収入 支出

総額
5億7,053万円

総額
1億6,798万円

総額
5億886万円

総額
3億7,020万円資本的収支

※消費税および地方消費税を含んでいます。

水道料金
5億4,310万円
（95.2％）

加入金、手数料など　1,304万円（2.3％）

企業債　6,900万円（41.1％）

その他他会計負担金
70万円（0.4％）

工事にかかる他会計などからの
負担金　9,828万円（58.5％）

その他　409万円（1.1％）

企業債元金償還金　9,090万円（24.6％）

建設改良費
2億7,521万円
（74.3％）

家庭まで水を送る費用
8,149万円（16.0％）

メーター検針、料金徴収費用
3,046万円（6.0％）

企業債利息償還金
5,757万円（11.3％）

人件費等人件費等
総務費用総務費用
1億2,3312,331万円万円
（24.224.2％）％）

減価償却費減価償却費
1億4,8474,847万円万円
（29.229.2％）％）

原水を浄水場までもってきて
水をきれいにする費用
　　　3,948万円（7.8％）

その他　2,808万円（5.5％）

他会計負担金　771万円（1.3％）

その他　668万円（1.2％）

人件費等
総務費用
1億2,331万円
（24.2％）

減価償却費
1億4,847万円
（29.2％）

人件費
その他

動力費修繕費

支払利息

14.71円

14.75円

（11.8％）

（11.9％）

減価償却費
38.05円
（30.6％）

9.38円
（7.5％）

30.17円
17.26円

（24.3％）
（13.9％）

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
安
心
か
つ

お
い
し
い
水
の
供
給
と
健
全
経
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
水
道
課

℡
○42
３
１
９
９

問
い
合
わ
せ

平成17年度水道事業会計決算の概要平成17年度水道事業会計決算の概要
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　「男」「女」のどちらであっても性別にこだわらないで、
一人の人間としてお互いに支え合い、尊重しあって幸せに
生きていける社会を、私たちのまちでも作っていきましょう。

　皆さんはいくつ○がつきましたか？「女だから」「男だから」ということにこだわらず
未来を考えていくと、○が増えていきます。社会にはまだまだ「男であるため」や「女で
あるため」にぶつかる壁がたくさんあります。吉野川市は、そんな壁のない、だれもがの
びのびと生きられる社会にしたいものです。

ご意見・問い合わせ
市秘書企画課
男女共同参画推進係 222122

あなたはいくつ○がつきますか？

□　理系・文系のどちらに向いているかは、男女差より個人差だと思う
□　同じ約束なのに「男の約束」と強調するのはおかしい
□　乱暴な言葉使いは、男女とも気をつけるべきだと思う
□　「デートの費用は男性が払う」と決めるのはおかしいと思う
□　料理や洗濯は、女性も男性もできて当たり前だと思う
□　男性の趣味が編物でもＯＫだと思う
□　「男は度胸、女は愛嬌」と分けるのはおかしいと思う
□　子どもが生まれたら、男性も育児休業を取った方がよいと思う
□　男性トイレにも、赤ちゃんのオムツ替え用べッドがあった方がよいと思う
□　もっと女性の社長や国会議員が増えても良いと思う

あいきょう

像
を
在
校
生
に
引
き
継
い
で
い
ま

す
。ま

た
、
仲
間
づ
く
り
の
活
動
の

一
つ
に
、
毎
週
水
曜
日
に
行
っ
て

い
る
児
童
集
会
が
あ
り
、
異
年
齢

集
団
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
班
の
旗
を
作
っ
た

り
、
週
に
一
回
こ
の
班
で
掃
除
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、

こ
の
班
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会
を

し
て
い

ま
す
。

こ
れ

ら
の
活

動
を
通

し
て
、

計
画
や

進
行
を
す
る
こ
と
で
主
体
的
に
活

動
す
る
意
欲
を
高
め
た
り
、
下
学

年
の
子
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
で

相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
て
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
班
の
み

ん
な
で
活
動
す
る
こ
と
で
他
の
学

年
の
子
と
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

ま
す
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

仲
間
づ
く
り
を
中
心
に
し
て

―
学
島
小
学
校
―

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡
○22
２
２
２
９

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「なかまの像」の引き継ぎ式

学
島
小
学
校
に
は
「
な
か
ま
の

像
」
が
あ
り
、
仲
間
づ
く
り
を
中

心
に
し
て
人
権
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
像
は
、
地
域
の

人
々
や
先
生
方
の
、「
学
島
小
学

校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
み
ん
な

が
、
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
や
、「
仲
間
は
ず
れ
や

差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
許
さ
な

い
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
か
ら
、
昭
和
４８
年
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
児
童
会
役
員
や
卒
業
生

が
「
学
島
小
学
校
か
ら
い
じ
め
や

仲
間
は
ず
れ
が
な
く
な
り
、
み
ん

な
が
明
る
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
」
を
願
っ
て
こ
の

みんなで班の旗づくり
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平成18年10月から国保と老人保健が一部変わります 
平成18年10月1日から医療保険制度が一部改正され、医療費の自己負担などが変わります。 
●網かけの部分が変更になった点です。 

　※１　基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯 

　※１　基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯 

70歳未満で国民健康保険に加入している方 

■高額療養費の自己負担限度額が変わります 

■人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変わります 

■出産育児一時金が変わります 

平成18年9月30日まで 

1児につき 300,000円 

平成18年10月１日から 

1児につき 350,000円 

平成18年9月30日まで 

自己負担限度額（月額） 

10,000円 

10,000円 

区　　分 

上位所得者 

上記以外の方 

平成18年10月１日から 

自己負担限度額（月額） 

20,000円 

10,000円 

区　　分 

※１　　　　 

上位所得者 

上記以外の方 

平成18年9月30日まで 

○自己負担限度額（月額） 

区　　分 

一　　般 

上位所得者 

住　民　税 
非課税世帯 

過去１年間に 
4回目以降 

40,200円 

77,700円 

24,600円 

過去1年間に 
3回目まで 

過去1年間に 
3回目まで 

35,400円 

72,300円 
医療費が241,000円以上の 
場合、超えた分の1％を加算 

139,800円 
医療費が466,000円以上の 
場合、超えた分の1％を加算 

平成18年10月１日から 

○自己負担限度額（月額） 

区　　分 

一　　般 

※１　　　 

上位所得者 

住　民　税 
非課税世帯 

過去１年間に 
4回目以降 

44,400円 

83,400円 

24,600円 35,400円 

80,100円 
医療費が267,000円以上の 
場合、超えた分の1％を加算 

150,000円 
医療費が500,000円以上の 
場合、超えた分の1％を加算 
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　※１　世帯主および国保被保険者全員（老人保健受給者の場合は世帯全員）が住民税非課税の場合 
　※２　世帯主および国保被保険者全員（老人保健受給者の場合は世帯全員）が住民税非課税で、その 
　　　　世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円となる場合 

■現役並みの所得がある方の自己負担割合が変わります 
現役並みの所得がある方とは…同一世帯に課税所得が145万円以上の70歳以上の方がいる場合 

■高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります 

■療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わります 

平成18年9月30日まで 

70歳以上の方 

区　　分 

現役並み所得者 

上記以外の方 

自己負担割合 

2　　割 

1　　割 

平成18年10月１日から 

区　　分 

現役並み所得者 

上記以外の方 

自己負担割合 

3　　割 

1　　割 

平成18年10月1日から 

○自己負担限度額（月額） 

区　　分 

一　　般 

 

現役並み 
所 得 者 

 
低所得Ⅱ 
　　※１ 

低所得Ⅰ 
　　※２ 

外来（個人ごと） 

12,000円 

44,400円 

 

 

 
8,000円 

 

外来＋入院（世帯ごと） 

44,400円 

 

24,600円 

15,000円 

80,100円 
医療費が267,000円以上 
の場合、超えた分の1％を加算 
（過去1年以内に4回目以降 
の場合は44,400円）　　 

平成18年9月30日まで 

平成18年10月1日から 平成18年9月30日まで 

○自己負担限度額（月額） 

区　　分 

一　　般 

 

現役並み 
所 得 者 

 

低所得Ⅱ 

 

低所得Ⅰ 

 

外来（個人ごと） 

12,000円 

 

40,200円 

 

 

 
8,000円 

 

 

外来＋入院（世帯ごと） 

40,200円 

 

24,600円 

15,000円 

72,300円 
医療費が361,500円以上の 
場合、超えた分の1％を加算 
（過去1年以内に4回目以降 
の場合は40,200円）　　　 

　※３　低所得　①は、収入が老齢福祉年金のみであり単身の場合　 
　★人工呼吸器、中心静脈栄養等を要する患者、脊髄損傷（四肢麻痺が見られる状態）、難病等の患者に
　　ついては、現行どおり食材料費相当のみとなります 

　療養病床に入院する70歳以上の方は、これまで食材料費相当のみを負担していました
が、平成18年10月1日から食費と居住費を負担することになります。（低所得Ⅱ・低所得
Ⅰ②・低所得Ⅰ①の適用を受けるには、事前に申請し認定を受けてください。） 

区　　分 

一　　　般 

現役並み所得者 

低所得Ⅱ　 

低所得Ⅰ② 

低所得Ⅰ① 

食費＋居住費（1カ月の負担目安） 

　　　52,000円 

　　　30,000円 

　　　22,000円 

※３　10,000円 

区　　分 

一　　　般 

現役並み所得者 

低所得Ⅱ　 

低所得Ⅰ　 

食材料費（1カ月の負担目安） 

　　　24,000円 

　　　20,000円 

　　　10,000円 

問い合わせ　市国保年金課　　22 ２２１３ 

せきずい し し ま ひ  
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８
月
２７
日
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
国

文
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
第
１０
回
Ｍ
ｏ
ｕ

ｎ
ｔ
高
越
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
の
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
４
組
が
総

出
演
し
、
市
内
か
ら
の

バ
ン
ド
を
含
め
１０
組
が

競
演
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ン
ド

の
持
ち
味
を
い
か
し
た

演
奏
を
、
約
５
０
０
人

の
聴
衆
は
満
喫
し
、
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。

ま
た
、
来
秋
行
わ
れ

る
国
民
文
化
祭
で
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ

る
競
演
や
、
地
元
の
伝

説
を
題
材
に
し
た
ジ
ャ

ズ
オ
ペ
ラ
の
上
演
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Mount高越ジャズフェスティバル開催

Passion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion FlowersPassion Flowers

鴨
島
町
鴨
島
の
、
西
郷
自
主
防

災
・
防
犯
組
織
（
原
田
宏
会
長
）

が
、
今
年
度
の
「
と
く
し
ま
自
主

防
災
活
動
賞
」
県
知
事
表
彰
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
９
月
１
日
の
「
防

災
の
日
」
に
、
県
庁
で
県
知
事
か

ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
表

彰
は
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
平

常
時
か
ら
積
極
的
な
活
動
を
行

い
、
そ
の
活
動
が
お
お
む
ね
３
年

以
上
継
続
し
、
他
の
模
範
と
な
る

団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
県
内

の
６
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

西
郷
自
主
防
災
・
防
犯

組
織
が
県
知
事
表
彰

表彰状を受け取る吉田紀彦さん

「
ち
っ
か
ー
ず
」
は
、
徳
島

名
産
の
竹
ち
く
わ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
。
お
ど
る
国
文
祭
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
す
。「
す
だ
ち
く
ん
」
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
国
文
祭
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

「
ち
っ
か
ー
ず
」っ
て
何
？ちっかーずとすだちくんがお出迎え

オールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラオールウェイズジャズオーケストラ

New Sound Waves Jazz Orchestra

ザ・サニーサイドジャズオーケストラ

ひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわりひまわり

蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ蛭子山ホームズ

カイナーズ
徳島大学フルバンド
13 orphans' Jazz
Orchestra

カマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベールカマンベール

みかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオみかりんトリオ
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８
月
２９
日
、
市
役
所
で
、
吉
野

川
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
吉
野
川
市
の

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
の
意
見
を
聴
き
、
施
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
共
同

参
画
課
の
中
村
俊
介
課
長
か
ら
、

徳
島
県
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
そ

の
後
、
市
か
ら
吉
野
川
市
男
女
共

同
参
画
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
の
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
開
催

委員会の様子

講演する県男女共同参画課中村俊介課長

平
成
１８
年
度
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
事
業

で
、
伝
統
芸
能
用
備
品
と
し
て
２

種
類
の
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
、
吉
野
川
市
の
各
種
行
事

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

コミュニティ助成事業で伝統芸能用備品を購入

附締
ふしめ

太鼓

９
月
１７
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
鴨
島
で
、
吉
野
川
市
の
住
民
を

対
象
に
、
知
事
と
の
対
話
「
し
ゃ

べ
り
場
と
く
し
ま
」
が
あ
り
、
県

政
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

川
真
田
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
と
し
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

で
行
わ
れ
た
こ
の
意
見
交
換
会
に

は
、
棟
本
誠
二
さ
ん
（
美
郷
）、

鎌
田
正
樹
さ
ん
（
鴨
島
町
）、
東

谷
克
子
さ
ん
（
川
島
町
）、
大
林

豊
子
さ
ん
（
鴨
島
町
）
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら

知事から県政全般について説明を受ける

推
進
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
委
員
は
５０
音
順
）

会
　
長

副
会
長

委
　
員

〃〃〃〃〃〃〃

南
　
　
　
育
　
広

小
　
林
　
由
　
美

和
　
泉
　
隆
　
啓

市
　
原
　
恭
　
子

内
　
田
　
　
　
新

河
　
野
　
住
　
江

川
真
田
　
　
　
泰

桑
　
田
　
て
る
み

津
　
田
　
と
　
よ

真
　
鍋
　
年
　
雄

平太鼓

は
、
美
郷
の
過
疎
対
策
・
観
光
、

商
店
街
振
興
、
障
害
者
福
祉
、
子

育
て
支
援
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か

ら
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
２

３
０
人
の
参
加
者
か
ら
も
、
活
発

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。

左から飯泉知事、川真田市長とパネリストの皆さん

会場からも多くの意見が出された

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
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く
し
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」

知
事
と
一
緒
に
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し
ゃ
べ
り
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く
し
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」

知
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と
一
緒
に
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し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
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と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
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と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
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ま
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知
事
と
一
緒
に
「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」
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自
主
財
源
の
確
保

年
度
ま
で
に
女
性
の
登
用
率
を

３０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
平
均
登
用
率
は

２６
・
９
％
で
し
た
。
ま
た
、
３０
％

以
上
登
用
し
て
い
る
委
員
会
等

は
、
２５
組
織
中
１１
組
織
で
し
た
。

平
成
１８
年
度
に
市
民
を
対
象
に

意
識
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し

て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

シリーズ

吉
野
川
市
の
行
財
政
改
革

問
い
合
わ
せ

各
種
委
員
会
の
女
性
登
用
率

今
回
も
、
行
財
政
改
革
実
施
計

画
（
平
成
１７
〜
２１
年
度
）
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
の
三
位
一
体
改
革
で
地
方
交

付
税
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
中
、
合
併
後
の
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
自

主
財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。

市
の
自
主
財
源
の
ひ
と
つ
に
市

税
が
あ
り
ま
す
。
実
施
計
画
の
中

で
は
、
納
税
相
談
や
臨
戸
訪
問
に

よ
る
定
期
徴
収
、
夜
間
徴
収
の
実

施
、
ま
た
滞
納
整
理
強
化
月
間
を

設
定
す
る
な
ど
、
徴
収
率
の
向
上

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
住
宅
家
賃
や
水
道

料
金
、
下
水
道
料
金
も
同
様
に
目

標
数
値
を
定
め
て
、
収
納
率
向
上

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
部
局
を
越
え
た
連
携
・
徴

収
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

各
種
行
政
委
員
会
等
に
つ
い
て

は
、
実
態
に
即
し
た
合
理
化
を
図

る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
型

社
会
を
め
ざ
す
た
め
、
女
性
委
員

の
増
員
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

実
施
計
画
の
中
で
は
、
平
成
２０

シリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

℡
○22
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

年
金
記
録
相
談
の
特
別
強
化
体
制

ご
自
分
の
年
金
記
録
に
つ
い
て

ご
確
認
い
た
だ
き
、
将
来
の
年
金

に
そ
な
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

１２
月
末
ま
で
の
間
、
社
会
保
険
庁

に
お
い
て
年
金
記
録
相
談
の
特
別

強
化
体
制
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ど
う
ぞ

基
礎
年
金
番
号
が
お
分
か
り
の

方
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

◆
年
金
見
込
額
試
算
（
５０
歳
以
上

の
方
）

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

☆
お
電
話
で
ど
う
ぞ

基
礎
年
金
番
号
が
お
分
か
り
の

方
は
、
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
年
金
加
入
記
録
を

ご
自
分
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
ま
す

国民年金
だより

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

℡
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

☆
社
会
保
険
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
お

持
ち
の
上
、
徳
島
北
社
会
保
険
事

務
所
の
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

徳
島
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

℡
０
８
８
（
６
３
４
）
１
１
７
３

毎
月
第
１
火
曜
日
に
、
徳
島
北

社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
祝
日

等
の
関
係
で
一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

○
受
付
時
間

午
前
９
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

○
会
場

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

※
年
金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

実施計画（抜粋）

（現年分徴収率　単位：％）

区　　分

市民税

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

平成17年度
目標

98.3

96.9

96.6

95.0

実績

98.6

96.9

96.1

94.1

（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
神
様
は
　
と
び
出
す
君
を
　
た
す
け
ら
れ
な
い

北
川
　
　
竜
（
牛
島
小
学
校
四
年
）

情
報
広
場 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
、
母

子
家
庭
等
医
療
費
の
各
助
成
制
度

に
お
い
て
行
っ
て
き
た
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
の

助
成
は
、
徳
島
県
の
医
療
費
助
成

制
度
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
１８
年

１０
月
入
院
分
か
ら
廃
止
さ
れ
、
受

給
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

市
介
護
障
害
課
　
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

お
知
ら
せ 

重
度
医
療
な
ど
の
入
院

時
食
事
療
養
費
が
受
給

者
負
担
に
な
り
ま
す

４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法

が
始
ま
り
、
ど
の
障
害
の
人
も
地

域
に
お
い
て
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

障
害
者（
児
）地
域
生
活
支

援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

ま
た
、
１０
月
か
ら
身
近
な
と
こ

ろ
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
た
り
、

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域

の
特
性
を
い
か
し
た
地
域
生
活
支

援
事
業
が
始
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
を

行
い
ま
す
。

○
相
談
支
援
事
業

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事

業
意
志
の
伝
達
に
支
援
が
必
要
な

障
害
者
（
児
）
に
対
し
て
、
手
話

通
訳
等
を
派
遣
す
る
事
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

事
業補

装
具
以
外
の
機
器
で
、
日
常

生
活
を
便
利
あ
る
い
は
容
易
に
す

る
用
具
の
給
付
や
レ
ン
タ
ル
を
行

い
ま
す
。

○
移
動
支
援
事
業

市
が
外
出
時
に
支
援
が
必
要
と

認
め
た
障
害
者
（
児
）
に
外
出
時

の
円
滑
な
移
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
日
中
一
時
支
援
事
業

知
的
障
害
者
お
よ
び
障
害
児
の

日
中
に
お
け
る
活
動
の
場
を
確
保

し
、
家
族
の
就
労
支
援
お
よ
び
一

時
的
な
休
息
を
図
る
支
援
を
し
ま

す
。

○
自
動
車
運
転
免
許
、
改
造
助
成

事
業市

が
該
当
す
る
と
認
め
た
障
害

者
に
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
お

よ
び
自
動
車
の
改
造
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
そ
の
他
随
時
に
生
活
支
援
事

業
、
社
会
参
加
促
進
事
業
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
に
よ
っ
て
は
、

利
用
の
際
に
費
用
負
担
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
介
護
障
害
課
　
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

１０
月
は
労
働
保
険
の
適

用
促
進
月
間

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
政
府
が
管
理
し
、
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。

問
い
合
わ
せ

１０
月
は
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
月

１０
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
４
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
10
月
31
日
（火）

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除

き
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

れ
ば
、
事
業
主
は
加
入
の
手
続
き

を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
未
手
続
き

事
業
主
の
解
消
を
図
る
た
め
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年

１０
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
職
場
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
一
日
も
早
く

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
３

県 

市 
人
材
育
成
・
広
域
支
援 

地
域
生
活
支
援
事
業 

支援 障害の 
ある方 

自
立
支
援
給
付 

介護給付 

訓練等給付 

補装具の支給 

自立支援医療 
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
そ
の
曲
が
り
か
ど
　
と
び
出
し
て
く
る
か
も
　
気
を
つ
け
ろ

山
口
　
拓
海
（
上
浦
小
学
校
四
年
）

平
成
１９
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
該
当
者
な
ど
で
構
成
す
る
成
人

式
実
行
委
員
会
と
市
教
育
委
員
会

の
共
催
で
企
画
運
営
し
ま
す
。

開
催
日

平
成
１９
年
１
月
３
日
（水）

受
付
　
午
前
９
時

開
式
　
午
前
１０
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
６１
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

記
念
撮
影
を
式
典
終
了
後
に
行

い
ま
す
。

※
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の
な
い

方
（
就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
）
も
、
出
席

平
成
１９
年
の
成
人
式
は

１
月
３
日
（水）
に
開
催

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
平
成

１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

で
先
順
位
の
ご
遺
族
お
ひ
と
り
に
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２．

戦
没
者
等
の
子

３．

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ

り
、
戦
没
者
等
と
同
じ
姓
の
①
父

母
②
子
③
孫
④
兄
弟
姉
妹

４．

右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
子

③
孫
④
兄
弟
姉
妹

５．

右
記
１
〜
４
以
外
の
遺
族
で

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が
あ
っ

た
３
親
等
以
内
の
親
族

請
求
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日

ま
で

請
求
窓
口

地
域
福
祉
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）

市
地
域
福
祉
課

℡
○25
２
１
１
１

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

吉
野
川
市
災
害
時
要
援

護
者
支
援
台
帳
を
作
成

し
ま
す

者
の
世
帯
、
そ
の
他
災
害
時
に
家

族
等
の
支
援
が
得
ら
れ
ず
、
地
域

の
人
た
ち
の
助
け
が
必
要
な
人

（
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
外
国
人
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
）

◆
申
請
の
方
法

申
請
書
は
地
域
福
祉
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
お
よ
び
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
民
生
・
児
童

委
員
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
場
所

申
請
書
の
提
出
は
、
地
域
福
祉

課
（
川
島
庁
舎
１
階
）、
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
お

よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
、

民
生
・
児
童
委
員
ま
で
。

◆
提
出
期
限

原
則
と
し
て
、
１０
月
３１
日
（火）
ま

で
。
な
お
、
提
出
期
限
後
も
随
時

申
請
は
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

℡
○25
２
１
１
１

自
動
車
は
、
国
民
の
生
活
や
経

済
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
役
割
は

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
は
こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
交
通
事
故
発
生

件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。自

動
車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通

事
故
や
公
害
防
止
の
た
め
に
は
、

自
動
車
使
用
者
の
自
己
管
理
責
任

に
よ
る
自
動
車
の
適
切
な
維
持
管

理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
動
車
使

用
者
の
保
守
管
理
意
識
を
高
め
、

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
動
車
点
検
整
備
推
進
協
議
会

http://w
w
w
.tenken-seibi.com

自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
重
度

の
障
害
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
が
、
地
域
の
中
で
速
や
か

な
救
出
救
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳
を
作

成
し
ま
す
。

こ
の
台
帳
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
所

在
や
要
援
護
者
の
状
態
な
ど
を
地

域
で
把
握
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
を
扱
い
ま
す
の
で
、
地

域
支
援
者
や
家
族
の
同
意
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ

９
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
要
援
護
者
支
援
台
帳
登
録
の
対

象
者介

護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

在
宅
で
生
活
す
る
人
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
の
在
宅

で
生
活
す
る
人
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
の
在
宅
で
生
活
す
る
人
、
精
神

障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
お
よ
び
２

級
の
在
宅
で
生
活
す
る
人
、
難
病

患
者
等
で
在
宅
で
生
活
す
る
人
、

６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま

た
は
家
族
全
員
が
高
齢
者
・
障
害

で
き
ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所
な

ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

問
い
合
わ
せ

9月～10月強化月間
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
　
た
よ
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
　
み
ぎ
ひ
だ
り

宮
田
　
圭
輔
（
森
山
小
学
校
五
年
）

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
張
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を

営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の

現
場
で
働
く
人

掛
金

日
額
３
１
０
円

★
特
徴

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

○
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
徳
島
支
部

℡
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kentaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

家
族
や
身
近
な
人
が
心
の
病
気

に
な
っ
た
と
き
、
家
族
や
ま
わ
り

の
人
は
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
よ
い
回
復
が
得
ら
れ
る
た

め
に
、
ど
ん
な
病
気
な
の
か
？

ど
ん
な
治
療
を
す
る
の
か
？
　
将

来
の
見
通
し
は
？
　
家
族
や
ま
わ

り
の
人
の
接
し
方
は
？
　
と
い
っ

た
家
族
の
不
安
や
悩
み
を
、
家
族

同
士
の
語
り
合
い
や
専
門
家
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。

平
成
１８
年
度
統
合
失
調

症
・
う
つ
病
家
族
教
室

ク
　
鬼
原
治
良
院
長

※
講
義
の
後
、
話
し
合
い
。

吉
野
川
保
健
所
　
健
康
対
策
係
　

℡
○24
１
１
１
４

「
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理

を
考
え
る
市
民
会
議
」の

委
員
を
募
集
し
ま
す
！

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な「
ご
み
」が
次
々

と
出
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
を
ま
も
り
、
よ
り
快

適
な
生
活
環
境
を
整
え
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
「
ご
み
」
を

適
切
に
処
理
し
な
が
ら
、
そ
の
処

理
に
要
す
る
費
用
を
節
減
し
、
市

民
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
大
切
な
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

で
き
る
だ
け
「
ご
み
」
の
量
を

減
ら
し
、
再
び
資
源
と
し
て
循
環

さ
せ
利
用
す
る
た
め
の
よ
り
よ
い

方
法
を
考
え
る
場
を
設
け
る
こ
と

●
統
合
失
調
症
家
族
教
室

と
こ
ろ

共
同
作
業
所
ア
ト
リ
エ

ひ
ま
わ
り

申
込
締
切

１０
月
２７
日
（金）

第
１
回

と
き

１１
月
２
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

講
義

「
統
合
失
調
症
と
は
何
？
」

講
師

徳
島
県
精
神
保
健
セ
ン
タ

ー
　
石
元
康
仁
所
長

※
講
義
の
後
、
話
し
合
い
。

第
２
回

と
き

１１
月
９
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

講
義

「
生
活
し
や
す
く
な
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
」

※
講
義
の
後
、
作
業
所
見
学
。

●
う
つ
病
家
族
教
室

と
こ
ろ

吉
野
川
保
健
所

申
込
締
切

１１
月
２４
日
（金）

第
１
回

と
き

１１
月
３０
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

講
義
「
う
つ
病
と
は
何
？
」

講
師

あ
い
ざ
と
山
川
ク
リ
ニ
ッ

ク
　
鬼
原
治
良
院
長

※
講
義
の
後
、
話
し
合
い
。

第
２
回

と
き

１２
月
７
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

講
義

「
う
つ
病
へ
の
関
わ
り
方
」

講
師

あ
い
ざ
と
山
川
ク
リ
ニ
ッ

に
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
幅
広
く
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
委
員
に
な
ら
れ

た
方
は
、「
ご
み
」
に
つ
い
て
、
日

ご
ろ
お
考
え
の
こ
と
、
お
感
じ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
見
と
し
て

と
り
ま
と
め
て
、
市
の
行
政
に
具

体
的
に
反
映
で
き
る
よ
う
市
長
に

提
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る
健
全
で
美
し

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
に
で
き
ま
す
よ
う
、
ぜ

ひ
あ
な
た
の
お
考
え
や
ア
イ
デ
ア

を
こ
の
市
民
会
議
の
場
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件

市
内
に
住
む
１８
歳
以

上
の
方

募
集
人
員

９
人
以
内

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
２０
年

３
月
３１
日
ま
で

申
込
締
切

１０
月
３１
日
（火）

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
等
）

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
吉
野
川
市
鴨
島
環
境
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

℡
○24
５
６
９
７
FAX
○24
５
１
２
９

Ｅ
メ
ー
ル

kankyou-c@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
募
集 
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合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

2006年（平成18年）10月11日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
が
り
か
ど
　
左
右
か
く
に
ん
　
と
び
だ
す
な

岡
田
　
佳
奈
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
四
年
）

自
然
豊
か
な
初
冬
の
美
郷
路
を

走
り
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１２
月
３
日
（日）

午
前
８
時
受
付

小
雨
決
行
（
大
雨
の
場
合
中
止
）

集
合
場
所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

中
学
生
以
上
、
１
チ

ー
ム
６
人

参
加
費

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

コ
ー
ス

全
６
区
間
（
約
２０
㎞
）

申
込
方
法

１１
月
２
日
（木）
ま
で
に

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。詳

細
に
つ
い
て
は
、
吉
野
川
市

陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
1
.q
u
o
lia
.co
m
/yo

shinogaw
a.rikkyo/

美郷一周駅伝大会

ウ
オ
ー
ク
参
加
者
に
は
、
抽
選

で
３
０
０
人
に
こ
う
つ
の
里
・
ふ

い
ご
温
泉
・
阿
波
和
紙
伝
統
産
業

会
館
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

さ
ら
に
、
完
歩
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
あ
め
湯
・
う
ど
ん
・
記
念
タ
オ

ル
を
進
呈
し
ま
す
。

と
き

１１
月
１２
日
（日）（
雨
天
決
行
、

雨
具
は
各
自
で
持
参
）

受
付
　
午
前
８
時
３０
分

集
合
場
所

吉
野
川
市
総
合
ス
ポ

ー
ツ
運
動
場
（
山
川
町
恵
下
）

参
加
料

無
料
（
傷
害
保
険
は
主

催
者
が
負
担
）

Ａ
コ
ー
ス
（
７
㎞
）

運
動
場→

ふ
い
ご
温
泉→

こ
う
つ

の
里→

川
田
橋→

運
動
場

Ｂ
コ
ー
ス
（
１０
㎞
）

運
動
場→

ふ
い
ご
温
泉→

こ
う
つ

の
里→

和
紙
会
館→

川
田
小
学
校

→

山
川
庁
舎→

中
央
橋→

運
動
場

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
こ
う
つ
ウ
オ
ー

ク
ｉｎ
吉
野
川
実
行
委
員
会
へ
お
申

第
2
回
こ
う
つ
ウ
オ
ー
ク

in
吉
野
川

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

山
川
町
商
工
会
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

申
込
期
限

１０
月
３１
日
（火）

〒
７
７
９
―

３
４
０
３
吉
野
川
市

山
川
町
前
川
２
１
６
番
地
６

こ
う
つ
ウ
オ
ー
ク
ｉｎ
吉
野
川
実
行

委
員
会
（
山
川
町
商
工
会
内
）

℡
○42
５
６
４
２
FAX
○42
５
３
４
９

英
会
話
講
座

職
種
【
介
護
職
員
】

応
募
条
件
等

２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
以
上
を
有
す
る
方
／
４５
歳
未

満
／
若
干
名
／
日
勤
の
み

選
考
方
法

作
文
・
面
接

選
考
日
・
場
所

と
き

１０
月
２９
日
（日）
午
前
１０
時

と
こ
ろ

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

応
募
期
間

１０
月
２０
日
（金）
か
ら
２６

日
（木）
午
後
５
時
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

応
募
方
法

自
筆
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

発
表

１０
月
３０
日
（月）
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。（
１１
月
１
日
付
採
用
）

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

℡
０
８
８
３
（
３
６
）
２
７
３
１

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
臨
時
職
員
募
集

抽
選
会
や
踊
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

と
き

１１
月
１２
日
（日）
正
午
開
演

と
こ
ろ

吉
野
川
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
運
動
場
　
特
設
会
場

内
容

市
民
感
謝
デ
ー
（
大
抽
選
会
）
／

ち
び
っ
こ
抽
選
会
／
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗

車
（
無
料
）
／
エ
イ
サ
ー
（
琉
球

國
祭
り
太
鼓
）
／
よ
さ
こ
い
踊

り
／
阿
波
踊
り

後
援

吉
野
川
市
、
吉
野
川
市
観

光
協
会

山
川
町
商
工
会

℡
○42
５
６
４
２

や
ま
か
わ
祭
2
0
0
6

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
（
市
生
涯
学
習
課
内
）

℡
○42
４
１
１
７

昨年の美郷一周駅伝の様子

講
師

エ
リ
ッ
ク
　
ワ
イ
リ
ー
さ

ん
（
吉
野
川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
き

毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時

〜
９
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
研

修
室
３

受
講
料

無
料

※
年
齢
制
限
な
し
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ミ
ニ
と
ま
と
く
ら
ぶ
」

と
き

１０
月
２６
日
（木）
午
前
９
時
〜

１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

川
島
町
内
在
住
の
０
歳
か

ら
６
歳
ま
で
の
未
就
園
児
を
対
象

に
、
幼
稚
園
児
と
松
寿
会
会
員
と

の
交
流
運
動
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

２
０
０
円
（
保
険
料
、

お
や
つ
代
）

学
島
幼
稚
園

℡
○25
４
０
１
８

幼
稚
園
児
と
松
寿
会
会

員
と
の
交
流
運
動
会

催
し 



連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
は
っ
と
し
た
　
あ
の
瞬
間
を
　
忘
れ
な
い

三
原
幸
多
郎
（
西
麻
植
小
学
校
五
年
）

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
地
域
文
化
の
交
流
、
文
化

振
興
を
目
的
に
吉
野
川
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
作
品
を
展
示
す
る
作

品
展
と
舞
踊
な
ど
の
発
表
会
で

す
。吉

野
川
市
の
方
々
が
作
り
上
げ

た
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
展
示
の
部
》

と
き

１１
月
３
日
（金）
〜
５
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
５
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ

川
島
体
育
館

展
示
作
品

生
花
・
写
真
・
ひ
ょ

う
た
ん
・
水
墨
画
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
手
芸
・
絵
て
が
み
・
折
紙
・

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
ち
ぎ
り
絵
・

絵
画
・
書
道
・
短
歌
・
俳
句
・
陶

芸
・
盆
栽
・
ポ
ス
タ
ー
標
語

平
成
１８
年
度

吉
野
川
市
文
化
祭

《
演
芸
の
部
》

●
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１１
月
３
日
（金）

舞
踊

午
後
１
時
〜
３
時

１１
月
４
日
（土）

民
謡
・
詩
吟

午
前
９
時
〜
正
午

童
謡
・
コ
ー
ラ
ス
・
大
正
琴

午

後
１
時
〜
５
時

１１
月
５
日
（日）

カ
ラ
オ
ケ

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
鴨
島
公
民
館

と
き

１１
月
３
日
（金）
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

三
味
線
・
舞
踊
・
民
謡
・
コ
ー
ラ

ス
・
大
正
琴
・
カ
ラ
オ
ケ
・
詩

吟
・
銭
太
鼓
・
太
極
拳
・
体
操
・

ジ
ャ
ズ

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

吉
野
川
音
楽
祭

と
き

１１
月
１１
日
（土）

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

鴨
島
南
児
童
館
（
鴨
島

町
飯
尾
）

内
容

人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

※
お
楽
し
み
券
（
２
０
０
円
）
は

鴨
島
児
童
館
、
鴨
島
南
児
童
館
で

１０
月
２３
日
（月）
か
ら
販
売
し
ま
す
。

鴨
島
児
童
館
　

℡
○24
２
３
７
９

鴨
島
南
児
童
館

℡
○22
２
２
７
７

第
5
回
鴨
島
町
児
童
館
合

同
「
子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」

と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

各
４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
麦
わ

ら
帽
子
、
運
動
靴

午
前
中
に
周
辺
の
ク
モ
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

１０
月
２２
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
３
０
０
０
円
、
諸

雑
費
１
５
０
０
円
、
昼
食
代
７
０

０
円

※
採
集
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い

る
ク
モ
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

１１
月
５
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

費
用

諸
雑
費
５
０
０
円
、
昼
食

代
７
０
０
円

準
備
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０
枚

午
前
中
に
周
辺
の
岩
石
収
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

自
然
教
室
の
ご
案
内

と
き

１０
月
２２
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
日
曜
広
場

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
ch
ico
n
/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

℡
○24
３
７
２
５
（
鎌
田
）

第
８８
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

８
つ
の
合
唱
団
と
大
正
琴
、
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
音
楽
祭
で
す
。

と
き

１１
月
１２
日
（日）

開
場
　
午
後
０
時
３０
分

開
演
　
午
後
１
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

共
催

吉
野
川
市
文
化
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

吉
野
川
音
楽
祭
実
行
委
員
会

℡
○42
２
５
２
２

岩
石

と
き

１１
月
１９
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
１
０
０
０
円
、
諸

雑
費
５
０
０
円
、
昼
食
代
７
０
０

円準
備
物

ハ
ン
マ
ー

※
各
自
で
す
で
に
収
集
し
て
い
る

石
の
種
類
も
調
べ
ま
す
。

こ
う
つ
の
里

℡
○42
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

癒
し
の
道
コ
ン
サ
ー
ト

〜
音
楽
と
語
り
の
会
〜

ク
モ

植
物

昨年の「子どもゆめまつり」の様子
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わ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
な
れ
た
道
　
ゆ
だ
ん
一
つ
で
　
事
故
の
道

河
野
沙
也
加
（
知
恵
島
小
学
校
四
年
）

文
化
庁
芸
術
賞
大
賞
を
２
度
受

賞
し
た
、
古
典
マ
ジ
ッ
ク
江
戸
の

手
妻
を
東
京
か
ら
招
き
ま
す
。
県

内
の
方
に
よ
る
現
代
マ
ジ
ッ
ク
と

の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
シ
ョ
ー

が
観
ら
れ
ま
す
。

と
き

１１
月
１２
日
（日）

開
場

午
後
１
時
３０
分

開
演

午
後
２
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料（
整
理
券
が
必
要
。

鴨
島
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

主
催

徳
島
県
奇
術
同
好
会

協
賛

鴨
島
公
民
館

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

第
２６
回
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー

学
校
６
年
生
ま
で

定
員

５０
人

参
加
費

無
料

日
程練

習
日

１２
月
３
日
（日）
午
後
１
時
か
ら

（
鴨
島
体
育
館
）

１２
月
９
日
（土）
午
後
１
時
か
ら

（
鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

リ
ハ
ー
サ
ル

１２
月
１６
日
（土）
午
後
１
時
か
ら

（
鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

公
演

１２
月
１７
日
（日）
午
後
２
時
開
演

（
鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

申
し
込
み
方
法

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
鴨
島
公
民
館
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

主
催

鴨
島
公
民
館

共
催

徳
島
県

鴨
島
公
民
館

℡
○24
５
１
１
１

FAX
○24
５
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sm
iletrust.com

/co
m
m
unity/

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
メ
ン
バ
ー

募
集

と
き
め
き
ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ

ー
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
ダ
ン
ス

を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
２
日

間
の
練
習
で
覚
え
ら
れ
る
簡
単
な

ダ
ン
ス
で
す
。
友
達
も
誘
っ
て
み

ん
な
で
楽
し
く
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象

市
内
の
幼
稚
園
児
か
ら
小

テ
ー
マ
「
発
信
」

と
き

１０
月
２９
日
（日）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
徳
島
病
院

共
催

進
行
性
筋
萎
縮
症
者（
児
）

「
青
筍
会
」、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
徳
島
病
院

内
容
▼
１０
時
／
受
付
・
作
品
展
示

▼
１０
時
３０
分
／
模
擬
店
・
即
売
▼

１０
時
５０
分
／
カ
ラ
オ
ケ
▼
１２
時
／

朗
読
▼
１２
時
５０
分
／
青
筍
会
メ
ッ

セ
ー
ジ
▼
１４
時
２０
分
／
「
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
」
ラ
イ
ブ
▼
１４
時
５０
分
／

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

第
３３
回
筋
ジ
ス
文
化
祭
実
行
委
員

会
（
広
報
　
島
本
）℡

○24
８
６
５
０

第
３３
回
筋
ジ
ス
文
化
祭

就
学
前
乳
幼
児
の
子
育
て
全
般

子育て相談に
ついて

電
気
配
線
や
電
気
器
具
、
電
化

住
宅
な
ど
、
電
気
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
ご
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

１１
月
３
日
（金）
・
４
日
（土）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

鴨
島
町
鴨
島
３
１
８
―

４

四
国
電
力
㈱
鴨
島
営
業
所
内

鴨
島
電
気
工
事
協
同
組
合
（
青
年

部
長
　
奥
山
）

℡
○24
６
７
９
８

相
談 

に
つ
い
て
、
１０
月
か
ら
市
立
保
育

所
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て

面
接
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
実
施
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
保
育
所

◆
鴨
島
東
保
育
所

第
１
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時

℡
○24
１
２
５
５

◆
鴨
島
西
保
育
所

第
２
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時

℡
○24
１
２
５
６

◆
川
島
西
保
育
所

第
３
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時

℡
○25
２
３
０
２

◆
山
川
南
保
育
所

第
４
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時

℡
○42
２
４
３
０

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１０
月
１６
日
（月）
・
２３
日
（月）
・

３０
日
（月）
、
１１
月
６
日
（月）
午
前
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１０
月
１１
日
（水）
、
１１
月
８
日

（水）
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

無
料
電
気
相
談

問
い
合
わ
せ



西麻植会館
飯尾敷地コミュニティセンター
神島会館
森山地区公民館
牛島地区公民館

場　　所
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秋の行政相談週間に合わせて、次の日程で行政（総合）相談所を開設します。相談所では、行政・心配
ごと・福祉などに関するさまざまな問題について、相談をお受けします。
相談は無料で、秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。

秋の行政（総合）相談所

10月16日（月）
10月17日（火）
10月18日（水）
10月19日（木）
10月20日（金）

9：00～12：00
〃
〃
〃
〃

羽田　孝志
〃
〃
〃
〃

三倉賢三郎
石原テル子
工藤　隆男
祖父江米嘉
大島　嘉之

行政書士会員
〃
〃
〃
〃

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
か
ぶ
っ
て
命
　
守
ろ
う
よ

後
藤
田
　
廉
（
川
島
小
学
校
四
年
）

行政相談員時　　間月　　日 心配事相談員 行政書士会

川島公民館二ツ森分館
立石公会堂
こだま会館

場　　所

10月16日（月）

10月19日（木）

９：00～10：00
13：30～14：30
９：30～10：30

阿部　治男
〃
〃

健康相談と併せて実施
〃
〃

行政相談員時　　間月　　日 備　　　考

美郷庁舎
場　　所

10月19日（木）13：00～16：00 樫本　和子
行政相談員時　　間月　　日

問い合わせ　市総務課　　 22 2231

鴨島地区

川島地区

美郷地区

飼い犬の登録と狂犬病予防注射の再実施について
狂犬病予防法により、犬の飼い主は、飼い犬を登録し毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせ、つないで

飼うことが義務付けられています。
４月に飼い犬の登録と狂犬病予防注射を実施しましたが、都合により受けられなかった方や、新しく犬

を飼いはじめた方を対象に、次の日程で再実施します。

９：30～９：50
10：00～10：20
10：35～10：55
11：05～11：40
13：30～13：50
14：00～14：20
14：35～14：55
15：05～15：40

川島公民館神後南分館前
旧役場跡地（東保育所前）
東児島老人憩の家
川島庁舎前
ＪＲ山瀬駅前
北村農業構造改善センター
旧麻植郡農協川田支所前
山川庁舎前

時　間
実施日　10月18日（水）

場　所

川
島
地
区

山
川
地
区

14：00～14：15
14：25～14：40
14：50～15：05
15：15～15：30
15：40～15：55
16：05～16：20
16：30～16：45
16：55～17：10
18：00～19：00

上浦老人憩の家
牛島駅前
牛島集会所（麻植塚駅北）
旧麻植郡農協森山支所
飯尾敷地地区公民館
西麻植駅消防詰所前
千田公会堂
文化研修センター
吉野川市役所

時　間
実施日　10月19日（木）

場　所

鴨
島
地
区

問い合わせ　市環境衛生課　　 22 2230

◎登録手数料　3000円　

◎注射手数料　3000円
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
子
ど
も
に
は
　
小
さ
な
車
も
　
大
き
な
き
け
ん

月
岡
　
友
輝
（
学
島
小
学
校
二
年
）

健
康 

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

１１
月
１
日
（水）
〜
１２
月
２８
日
（木）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
１２
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
（
本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
る
）
吉
野
川
市
民
の
方
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
た
だ
し
、
接
種
日
の
時

点
で
該
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
こ

と
。

①
満
６５
歳
以
上
の
方
。

②
満
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

接
種
を
受
け
る
市
指
定
医
療
機

関
に
、
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
診
票

は
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
本
人

確
認
の
た
め
、
健
康
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は

無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

健
康
推
進
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
･
山

川
･
美
郷
）
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
指
定
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
接
種
費
用

の
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

対
象
者

実
施
期
間

申
し
込
み
先

個
人
負
担
金
　
１
０
０
０
円

医療機関名 電話番号

麻名内科外科クリニック

阿部整形外科

井内内科

石原小児科

石原内科循環器科

糸田川クリニック

いぬい産科婦人科クリニック

麻植協同病院

大内整形外科

大久保診療所

梶本胃腸科内科

かなめ小児科内科クリニック

鴨島川島クリニック

鴨島耳鼻咽喉科

鴨島病院

木村内科胃腸科

杏和医院

国立病院機構徳島病院

後藤田外科

鈴木内科（喜来）

鈴木内科（敷地）

タナカ医院

26-0020

24-4880

24-3070

24-2388

24-2536

24-7555

22-1230

24-2101

24-3058

24-1703

24-2413

26-0310

24-8551

24-8070

24-6565

24-6413

22-0333

24-2161

24-2720

24-3413

24-5880

22-1800

医療機関名 電話番号

筒井クリニック

古本胃腸科

美摩病院

森住内科医院

リバーサイドクリニック岡田

和田耳鼻咽喉科

渡辺医院

岡田医院

岸整形外科

四宮医院

島野外科内科

杉山医院

矢田医院

工藤内科医院

さくら診療所

谷医院

富本医院

中西内科クリニック

松永医院

三木リハビリテーション病院

山下耳鼻咽喉科クリニック

美郷診療所

24-3300

24-7377

24-2957

22-3010

24-8884

24-2566

24-7177

25-3566

25-3133

25-2016

25-3060

25-2802

25-2006

42-3113

42-5520

42-2353

42-3123

42-6755

42-2110

42-6616

42-7533

26-7570

鴨
　
　
　
　
島
　
　
　
　
町

鴨
　
島
　
町

川
　
島
　
町

山
　
川
　
町

美
郷

平成18年度インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関

地区 地区



　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、ご
自
身
の

か
ら
だ
の
状
態
や
生
活
習
慣
病

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、よ

り
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、

健
康
づ
く
り
の
実
践
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
さ
あ
、皆
さ
ん

も
健
康
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け
に
健

康
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

◆
禁
煙
コ
ー
ナ
ー

○
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

○
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
チ
ェ
ッ
ク

○
禁
煙
相
談

○
防
煙
教
育
感
想
文
展
示

◆
ポ
ス
タ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
テ
ー
マ

　
「
ぼ
く
と
私
の
朝
ご
は
ん
」

　
「
朝
ご
は
ん
の
風
景
」

◆
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
コ
ー
ナ
ー

○
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
活
動
の
紹
介

○
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

　
作
品
展
示

○
手
作
り
お
や
つ
の
試
食

◆
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

と
　
き
　
１１
月
１９
日
（日）
　
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ
　
鴨
島
公
民
館
・
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時

◆
子
ど
も
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

○
小
児
科
医
に
よ
る
相
談

◆
子
ど
も
歯
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

○
歯
の
フ
ッ
素
塗
布

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

○
沐
浴
実
習

○
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

　
妊
娠
疑
似
体
験

○
保
健
相
談

◆
お
祭
り
広
場

○
身
体
測
定

○
ア
レ
ル
ギ
ー
パ
ッ
チ
テ
ス
ト

○
風
船
遊
び
、お
み
こ
し
づ
く
り

◆
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

○
紙
芝
居
、手
遊
び

◆
子
ど
も
栄
養
コ
ー
ナ
ー

○
栄
養
相
談

○
紙
芝
居
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

○
簡
単
朝
ご
は
ん
展
示

◇
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

◇
午
後
1
時
〜
午
後
3
時

◆
内
科
相
談
コ
ー
ナ
ー（
３０
人
）

○
内
科
医
に
よ
る
個
別
相
談

○
血
圧
測
定
、血
糖
検
査

◇
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ

６
６
１
５
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市
健
康
推
進
課

も
く
よ
く

◆開会式
　（午前１０時～１０時１５分）

◆健康講演会
　（午前１０時１５分～１１時１５分）

　演題　「生活習慣病予防について」
　　　　　　　　（糖尿病を中心に）
　講師　矢田医院院長
　　　　　矢田健太郎さん

◆すくすく体操
　（午前１１時１５分～１１時４５分）

　中国武術　子どものためのカンフー
　　　　　　体操
　講師　四国大学生活科学部助手
　　　　　范　永輝さん

◆人形劇
　（午前１１時４５分～午後0時5分）

　演題　グッバイもくもく王様

◆
身
体
機
能
測
定
コ
ー
ナ
ー
①

○
健
脚
度
測
定（
４０
人
）

　
徳
島
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー

　
　
教
授
　
田
中
俊
夫
さ
ん

◆
身
体
機
能
測
定
コ
ー
ナ
ー
②

○
骨
密
度
測
定

○
体
脂
肪
測
定

○
脳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク

◆
栄
養
指
導
コ
ー
ナ
ー

○
個
別
栄
養
相
談
・
栄
養
診
断

○
栄
養
の
話（
糖
尿
病
予
防
）

★
運
動
指
導
コ
ー
ナ
ー

（
※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
み
鴨
島
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
会
場
で
す
）

○
理
学
療
法
士
に
よ
る
集
団
運

　
動
指
導
（
運
動
の
基
礎
）お
よ

　
び
個
別
指
導
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
他
人
事
　
そ
ん
な
気
持
ち
が
　
事
故
ま
ね
く

近
藤
　
広
典
（
山
瀬
小
学
校
四
年
）



　ヒトが最も目覚めている時間帯は、午前１０時から１２時です。
この時間帯にしっかりと目覚めて元気に活動できていれば、そ
の人の眠りの量、質、生活リズムには大きな問題はないと考えら
れます。（ただし、2歳以降です。1歳代は、まだ午前中の昼寝を
します。）また、午後2時前後や午前4時前後はヒトが生理的に
眠くなる時間帯です。

　成長ホルモンは、寝入ってすぐの深い睡眠期に多量に分泌されます。しかし、夜更かしして睡眠不足になり、
成長ホルモンの分泌が悪くなっても、翌日の日中に分泌され、成長ホルモンの一日の分泌量に差がないことが
最近になってわかりました。
　つまり、「寝る子は育つ」とは言えても、「寝ないと育たない」とは言えません。むしろ、夜更かし朝寝坊すると、
生活リズムが不規則になり、日中の運動量が少なく、太りやすくなります…。

　十分な眠りは脳や心の成長に大切です。夜更かししても背は伸びるかもしれま
せんが、脳や心の成長は期待できません。

　セロトニンは、脳内にある神経伝達物質で、気持ちの安定に大切な役割を持つ
ようです。サルの実験では、セロトニンの働きを下げる薬を投与すると乱暴になり、
セロトニンの働きを高める薬を与えると仲良くなるということが実証されています。
　実際、ヒトでもイライラ感が高まりキレる子には、夜更かしで朝食を取らない傾
向があることが報告されています。

夜8時以降まで起きていると、子どもはかえってハイになります。
「まだ眠くない」と勘違いしないように！　家族みんなで早寝早起きを心がけましょう。

子どもの眠り

2006年（平成18年）10月11日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ア
、
あ
ぶ
な
い
　
横
断
歩
道
も
気
を
付
け
て

原
井
　
早
紀
（
川
田
小
学
校
五
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
差
点
　
飛
び
出
し
す
る
な
　
命
と
り

濱
田
壮
一
朗
（
川
田
中
小
学
校
六
年
）
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図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
室
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
10
、
11
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
氷
の
人
形
』

森
村
誠
一
　
著

『
見
え
な
い
貌
』

夏
樹
静
子
　
著

『
最
勝
王
』

服
部
真
澄
　
著

『
ク
ラ
イ
ム
』

樋
口
明
雄
　
著

『
日
本
離
れ
で
き
な
い
韓
国
』

黒
田
勝
弘
　
著

『
本
朝
金
瓶
梅
』

林
真
理
子
　
著

『
天
唄
歌
い
』

坂
東
真
砂
子
　
著

『
ま
ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒
』

三
浦
し
を
ん
　
著

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
10
、
11
月
の
休
室
日

木
曜
日

『
君
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』

中
島
ら
も
　
著

『
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
バ
イ
ブ
ル
』

デ
ュ
ー
ク
更
家
　
著

『
ひ
と
が
た
流
し
』

北
村
薫
　
著

『
赤
い
指
』

東
野
圭
吾
　
著

『
瀕
死
の
ラ
イ
オ
ン
　
上
・
下
』

麻
生
幾
　
著

『
山
猫
』

神
永
学
　
著

『
臨
界
点
』

黒
木
昭
雄
　
著

『
オ
レ
ン
ジ
の
季
節
』鯨

統
一
郎
　
著

『
強
運
の
持
ち
主
』瀬

尾
ま
い
こ
　
著

『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
時
間
、知
ら

な
い
場
所
で
』
瀬
尾
マ
ミ
オ
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
き
い
ろ
い
ゾ
ウ
』

西
加
奈
子
　
著

『
あ
さ
の
絵
本
』

谷
川
俊
太
郎
、
吉
村
和
敏
　
著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
in
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilis

w
in
g
/w
e
/o
p
a
c
/in

d
e
x
.h
tm
l

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
１０
月
１３
日
（金）
・
２０
日
（金）
・
２７

日
（金）
、
１１
月
１０
日
（金）
・
１７
日
（金）
・
２４
日
（金）

第
52
回
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作

『
三
年
坂
　
火
の
夢
』早

瀬
乱
　
著

☆
話
題
の
新
刊
☆

『
東
京
ダ
モ
イ
』

鏑
木
蓮
　
著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
思
い
や
る
　
心
ひ
と
つ
で
　
事
故
は
な
い

大
坪
　
な
み
（
川
田
西
小
学
校
四
年
）

１０
月
２７
日
〜
１１
月
９
日
ま
で
読

書
週
間
で
す
。
秋
の
夜
長
を
読
書

で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
の
読
書
週
間
標
語
『
し
お

り
い
ら
ず
の

一
気
読
み
』

を
、
ぜ
ひ
、

試
し
て
み
て

は
！

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
10
、11
月
の
休
館
日
　
月
曜
日
、

祝
日
（
１１
月
３
日
は
開
館
）、
１１

月
４
日
（土）
、
月
末
図
書
整
理
日

（
１０
月
３１
日
（火）
、
１１
月
３０
日
（木）
）

◆
お
は
な
し
会

１０
月
１４
日
（土）
、
１１
月
１１
日
（土）
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

１０
月
２１
日
（土）
、
１１
月
１８
日
（土）
の
午

後
１
時
３０
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１０
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
10
、
11
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理

日
（
１０
月
３１
日
（火）
）、
特
別
資
料

点
検
期
間
（
１１
月
１６
日
（木）
〜
３０
日

（木）
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会

１０
月
１２
日
（木）
、
１１
月
９
日
（木）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
／
図
書
館
２
階

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

１０
月
１４
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
川
村
泰
史
写
真
展
「
鳥
の
い
る

風
景
」

１０
月
２２
日
（日）
ま
で
／
図
書
館
ロ
ビ

ー
（
入
場
無
料
）

◆
読
書
週
間
・
講
演
会

①
「
板
東
俘
虜
収
容
所
と
松
江
豊

寿
」

１０
月
２７
日
（金）
午
後
２
時
３０
分
〜
４

時
／
図
書
館
２
階

講
師
　
田
村
一
郎
さ
ん
（
ド
イ
ツ

館
館
長
）

②
「
万
葉
集
と
薬
草
」

１１
月
６
日
（月）
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

講
師
　
真
鍋
佳
資
さ
ん
（
元
山
川

少
年
自
然
の
家
所
長
）

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１
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青
少
年
育
成
補
導 

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu

.o
r.jp
/iku
s

e
ice
n
te
r/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

非
行
を
防
ぐ
の
は
大
人
の
つ
と
め

平
成
１７
年
１
月
に
内
閣
府
が
行

っ
た
「
少
年
非
行
等
に
関
す
る
世

論
調
査
」
に
は
、「
不
良
行
為
を

し
て
い
る
少
年
を
発
見
し
た
場
合

の
対
応
」
と
い
う
問
い
が
あ
り
、

回
答
者
の
１２
％
が
「
注
意
す
る
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で

回
答
者
の
６５
％
は
「
注
意
し
た
い

が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」
ま
た

は
「
注
意
す
る
ほ
ど
の
問
題
で
は

な
い
と
思
う
の
で
放
っ
て
お
く
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

壁

鴨
島
東
中
学
校
　
森
本
　
夏
未

今
ま
で
い
ろ
ん
な
壁
を
乗
り
越
え
て
き
た

傷
つ
き
な
が
ら

泣
き
な
が
ら

友
達
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら

神
様
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
与
え
な
い

壁
は
乗
り
越
え
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

乗
り
越
え
ら
れ
な
い

乗
り
越
え
る
に
は
、
自
分
の
努
力
が
大
切
だ

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
５０
号
よ
り
）

大
人
が
子
ど
も
の
行
動
に
対
し

て
い
か
に
無
関
心
で
あ
る
か
、
あ

る
い
は
無
関
心
を
装
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
実
態

が
、
こ
の
世
論
調
査
の
結
果
に
表

れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
あ
っ
た
大
人
と
子
ど
も

の
親
密
な
関
係
が
薄
ら
い
で
し
ま

っ
た
現
在
、
大
人
が
積
極
的
に

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
社
会
が

守
り
育
て
る
」
と
い
う
観
点
で
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
非
行
防
止
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
自
分
の

子
に
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
振
る
舞
い

や
行
動
に
関
心
を
持
ち
、
注
意
す

べ
き
点
が
あ
れ
ば
注
意
で
き
る
大

人
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

「
ふ
つ
う
の
子
」
が
非
行
や
犯
罪
に

少
年
が
非
行
に
走
る
前
に
は
、

態
度
や
行
動
、
服
装
の
乱
れ
が
あ

り
、
そ
れ
が
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
通
ル
ー
ル
　
ま
も
る
大
人
を
　
見
る
子
ど
も

新
居
　
颯
輝
（
種
野
小
学
校
三
年
）

河原
かわはら

弘明
ひろあき

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
⑫

問
い
合
わ
せ

講
演
テ
ー
マ

「
温
か
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

鴨
島
町
在
住
。
教
育
現
場
か
ら

熱
量
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
飛
び
出

し
た
。「
教
育
の
力
は
無
限
大
」

「
教
師
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も

変
わ
る
」
を
心
に
宿
し
、
語
る
言

葉
に
は
温
か
さ
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。「
あ
そ
ば
れ
ん
」
の
ひ
と
こ

と
で
、
そ
っ
と
し
て
て
も
よ
く
な

ら
な
い
。
班
別
話
し
合
い
実
践
の

５
つ
の
合
言
葉
○は
○な
○し
○あ
○い

は
っ
き
り
と
…
、
な
に
げ
な
く
…
、

し
り
あ
い
に
…
、
い
ま
か
ら
は
差

別
を
絶
と
う
！

は
力
強
い
。心
地

よ
い
温
か
さ
に
触
れ
て
み
よ
う
。

市
人
権
課
　
　

℡
○22
２
２
２
９

少
年
の
非
行
と
現
状
は
…

ト
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
少
年
犯
罪
事

件
の
中
に
は
、「
ま
さ
か
あ
の
子

が
」
と
だ
れ
も
が
驚
く
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
す
。
犯
罪
事
件
を
起

こ
さ
な
い
ま
で
も
、
日
ご
ろ
か
ら

き
ち
ん
と
学
校
に
通
い
、
ま
じ
め

に
勉
強
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な

が
ら
、
大
人
た
ち
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
非
行
や
犯
罪
に
走
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
ふ
つ
う
の
子
」
が
犯
罪
事
件

を
起
こ
す
と
い
う
現
在
の
風
潮
。

こ
れ
は
、
大
人
と
子
ど
も
と
の
親

密
な
信
頼
関
係
の
欠
如
か
ら
生
ま

れ
る
、
大
人
の
方
の
一
方
的
な
錯

覚
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
少
年
が
加
害
者
や
被
害

者
と
な
る
事
件
が
多
発
し
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
困
難
や
悩
み
に
直
面
し

た
と
き
、
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

大
人
や
友
達
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
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2006年（平成18年）10月11日

広報よしのがわ 24

平成18年９月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,608人　（－23）

男　　22,172人　（－22）

女　　24,436人　（－１）

世帯数　16,948世帯（＋９）

※65歳以上人口

計12,621人　男5,149人　女7,472人

351人（－１）

59人（ ０）

292人（－１）

334世帯（＋１）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

７
月

累
計

７
月

累
計

3件

13件

121件

914件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

森 住 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

山下耳鼻咽喉科クリニック

さ く ら 診 療 所

後 藤 田 外 科

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

梶本胃腸科内科

和田耳鼻咽喉科

美 摩 病 院

石 原 小 児 科

筒井クリニック

鈴木内科（敷地）

電話番号

22－3010

26－0020

42－7533

42－5520

24－2720

26－0310

42－6616

25－3566

24－7555

24－2413

24－2566

24－2957

24－2388

24－3300

24－5880

10月

11

12

13

14

○15
16

17

18

19

20

21

○22
23

24

25

11月

14

18

17

20

21

22

24

25

27

28

29

医　院　名

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

杉 山 医 院

リバーサイドクリニック岡田

グリーン耳鼻咽喉科

石原内科循環器科

谷 医 院

木村内科胃腸科

矢 田 医 院

大 久 保 診 療 所

電話番号

24－8070

22－1230

25－2802

24－8884

24－2488

24－2536

42－2353

24－6413

25－2006

24－1703

10月 11月

10

11

○12
13

15

16

○19
○23
○26
30

医　院　名

鈴木内科（喜来）

岸 整 形 外 科

鴨 島 病 院

渡 辺 医 院

富 本 医 院

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

井 内 内 科

四 宮 医 院

高橋皮膚科クリニック

松 永 医 院

島 野 外 科 内 科

杏 和 医 院

中西内科クリニック

タ ナ カ 医 院

電話番号

24－3413

25－3133

24－6565

24－7177

42－3123

24－3058

42－3113

24－3070

25－2016

24－5122

42－2110

25－3060

22－0333

42－6755

22－1800

10月

26

27

28

○29
30

31

11月

1

2

○3
4

○5
6

7

8

9

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615１０ １１・ 月

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

納
期
限
　
　

10
月
31
日
（火）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 
10月12日（木） 
10月17日（火） 
11月９日（木） 
８月10日（木） 
10月12日（木） 
10月19日（木） 
11月６日（月） 
11月７日（火） 
11月９日（木） 
 
10月20日（金） 
11月17日（金） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
市役所１階相談室 
美郷庁舎会議室 
山川庁舎会議室 
川島公民館 
市役所１階相談室 
 
市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

〈行 政 相 談〉 

【小児救急医療体制】日曜日の９時～

18時、小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　 ℡○24 2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ） ℡○36 5151


